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着⽬したい５つの変化
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１．活動の「試⾏錯誤」や「⾬宿り」の期間

２．オンライン・リアルの「両利きの運営」

３．⽔平⽅向の「広がり」と垂直⽅向の「ギャップ」

４．関わる⼈の「孤⽴」や「不安」へのケア

５．コミュニティ・組織の「信頼貯⾦の残⾼」の増減
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着⽬したい５つの変化



この間、それぞれの団体で、活動・運営の様々な試
⾏錯誤が⾏われました。最初からうまくいったこと
ばかりではないかもしれませんが、その経験は必ず
今後に活きるはず。これからもまだ試⾏錯誤期間が
続きそうですので、フットワーク軽くチャレンジを
続けていきましょう。
⼀⽅、活動が停滞した団体も少なくありませんでし
た。ちょっとがまんの⾬宿りの期間になったかもし
れません。タイミングを⾒計らって、体（関係性）
をあたためたり、⾬の中での活動（新たな運営⽅
法）を始めてみたり、タイミングを⾒計って動き出
しましょう。
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１．活動の「試⾏錯誤」や「⾬宿り」の期間



以前のコミュニティ・NPOの運営は、リアルの体験
による価値が中⼼にあったと⾔っても過⾔ではあり
ません。⼀⽅で現在は、それぞれにオンラインに適
応・進化しつつあります。
ずっと右利きだった⼈が、左⼿を使い始めている状
況に近いかもしれません。
両⽅の⼿（オンライン／リアル）を上⼿に使い分け
ることができれば、この機会に運営の幅はぐっと広
がることになるでしょう。
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２．オンライン・リアルの「両利きの運営」



時間と空間の制約を超えて短時間でもつながりやす
い、オンラインでの団体運営は、メンバー間のつな
がりを⽔平⽅向に広げてくれる⼒があります。そこ
はまちがいなくオンラインの⼤きな利点のひとつで、
さらに活⽤していきたいポイントです。
ただ、注意深くなっておきたいのは、様々なちがい
（発⾔量、関わりの度合い、ITリテラシー、組織内
の階層など）によって、知らず知らずのうちに垂直
⽅向のギャップ・温度差が広がりかねないというこ
とです。時にそのギャップを埋める、あるいはちが
いに合わせた運営が必要になるでしょう。
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３．⽔平⽅向の「広がり」と垂直⽅向の「ギャップ」



状況が移り変わる中で、団体内のメンバーに孤⽴や
不安が現れる場⾯もありました。かかえこまず、状
況や感情を共有できるようなコミュニケーションの
場をマメにつくり続けることが必要になりそうです。
それは団体内のメンバーのことだけではなく、本来
はリアル・対⾯の集まりで出会いたい⼈たち（特に
⼦ども、⾼齢者、障害者など）についても同様です。
とても難しい状況ですが、つながり続ける⼿⽴てを
模索していきましょう。
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４．関わる⼈の「孤⽴」や「不安」へのケア



この状況下でも活動が活性化する団体・チームの特
徴として、⾼い信頼関係を維持できているというこ
とは挙げられそうです。
みなさんのコミュニティ・組織内の「信頼貯⾦の残
⾼」は、コロナ以降でどのように増減しているで
しょうか？元々の残⾼が徐々に減りつつあったり、
危機意識で結束して⾼まることもあったり、様々な
だと思います。
残⾼（関係性の質）を増やせるような、雑談、相互
理解、理念共有、１対１の⾯談など、意図的な打ち
⼿を続けていきましょう。
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５．コミュニティ・組織の「信頼貯⾦の残⾼」の増減



調査概要
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n新型コロナウィルスの影響で、集まることが難しい、話す
頻度が減ったことなどにより、コミュニティ・NPO組織の
運営⽅法や、メンバー間のコミュニケーションに、変化が
起きている（迫られている）のではないかという仮説を
持って調査を実施しました。2020年3⽉〜4⽉に実施したも
のに続いて第2回となります。

n⽬的：この状況下でのノウハウ、変化の実態、気づきを調
査し、共有知として公開することで、全国の市⺠活動・⾮
営利組織の運営の質的向上に寄与すること

n対象：NPO団体・市⺠活動団体、地域コミュニティ、趣味
やスポーツのサークルなど、⾮営利組織の運営・マネジメ
ントに関わる⽅（代表者に限らない）

nアンケート質問項⽬数：14個
nアンケート回答期間：2020年11⽉16⽇〜12⽉31⽇
nアンケート回答総数：89
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調査概要
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アンケート質問項⽬ 1/2

1. メールアドレス
2. 団体名
3. 回答者⽒名
4. 団体設⽴年
5. 有給職員数
6. スタッフ・メンバー数

7. 新型コロナウィルスの影響によって組織運営が停滞している、あるいは活性化していると感
じる度合いを教えてください。

8. 新型コロナウィルスの影響によって、活動を停⽌・解散する⾒通しの度合いについて教えて
ください

9. 対⾯でのミーティングの頻度について、4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて変化はありますか？
10. オンラインでのミーティングの頻度について、4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて変化はありま

すか？
11. 社内における研修やワークショップの頻度について、4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて変化は

ありますか？
12. １対１の⾯談の頻度について、4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて変化はありますか？
13. ⾷事会・懇親会の頻度について、4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて変化はありますか？

【非公開・属性項目】

【定量的な質問項目】
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アンケート質問項⽬ 2/2

9. 【⼯夫事例・ノウハウ】コミュニティ・NPO組織のチーム運営やコミュニケーション
において、新たに取り⼊れた⼿法・⼯夫があれば具体的に教えてください。

10. 【組織の変化（プラスの変化・マイナスの変化）】コミュニティ・NPO組織の運営メ
ンバーとのコミュニケーションや関係性の質に変化が起きていると感じる、具体的なエ
ピソードがあれば教えてください。

11. 【メンバーのケア】メンバーの精神⾯や⽣活⾯の不安や悩みについて、コミュニティ・
組織の⼒によって解消・緩和されたような場⾯や、意図して⾏ったことがあれば教えて
ください。

12. 【今後の不安・課題】今後のコミュニティ・NPO組織の運営⽅法や、メンバー間のコ
ミュニケーションにおいて、不安を感じていることがあれば教えてください。

13. 【今後の⽅針・チャレンジ】今後のコミュニティ・NPO組織の運営⽅法や、メンバー
間のコミュニケーションにおいて、これから実践・チャレンジしようとしていることが
あれば教えてください。

14. メッセージやその他感じていることなどあれば、ご⾃由にお書きください。

【定性的な質問項目】



活動の量的なデータ・変化
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要約・データ集計



n活動が停滞傾向にある団体が過半数を超えており（「かな
り停滞している」＋「やや停滞している」 61% ）、停⽌・
解散の不安がある団体も少ない数ではありません（「不安
を感じている」＋「検討している」15%）。

n2020年4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて、対⾯でのミーティ
ングは⼤きく減少、オンラインでのミーティングは⼤きく
増加の傾向にあります。

n社内研修・ワークショップや１対１の⾯談の頻度は変わら
ない団体が多いものの、傾向としては減少しています。

n⾷事会・懇親会の頻度は⼤きく減少しています。これはオ
ンラインでの実施も含めて減少しているようです。
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要約（サマリー）
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活動の停滞・活性化の度合い（回答総数：89）

「かなり停滞している」＋「やや停滞している」 61%

かなり停滞し
ている
15
17%

やや停滞して
いる
39
44%

変わらない
16
18%

やや活性化し
ている
13
14%

かなり活性化
している

6
7%



17

活動の停⽌・解散の⾒通し（回答総数：89）

「不安を感じている」＋「検討している」 15%

停止・解散の見

通しはない

76
85%

停止・解散の不

安を感じている

12
14%

停止・解散を検

討している

1
1%



18

対⾯でのミーティングの頻度（回答総数：89）
※4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて

「かなり減っている」＋「やや減っている」 70%
かなり増えている

4
4%

やや増えている

15
17%

変わらない

8
9%

やや減っている

23
26%

かなり減っている

39
44%
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オンラインでのミーティングの頻度（回答総数：89）
※4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて

「かなり増えている」＋「やや増えている」 76%

かなり増えてい

る

40
46%

やや増えている

26
30%

変わらない

18
20%

やや減っている

2
2%

かなり減ってい

る

2
2%
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社内研修・ワークショップの頻度（回答総数：89）
※4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて

「かなり減っている」＋「やや減っている」 41%

かなり増

えている

6
7%

やや増えている

13
15%

変わらない

33
37%

やや減っている

23
26%

かなり減ってい

る

13
15%
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1対1の⾯談の頻度（回答総数：89）
※4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて

「かなり減っている」＋「やや減っている」 45%
かなり増えてい

る

3
3%

やや増えている

7
8%

変わらない

38
44%

やや減っている

25
29%

かなり減ってい

る

14
16%
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⾷事会・懇親会の頻度（回答総数：89）
※4⽉の緊急事態宣⾔前後と⽐べて

「かなり減っている」＋「やや減っている」 82%
かなり増えてい

る

0
0%

やや増えている

3
3%

変わらない

13
15%

やや減っている

12
14%

かなり減ってい

る

60
68%



チーム運営やコミュニケーションにおいて
新たに取り⼊れた⼿法・⼯夫
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要約・回答抜粋



nZoomをはじめとしたオンラインツールの導⼊・活⽤はかな
り進み、新たなスタンダードとして定着しつつあります。

nオンライン化が進む⼀⽅で、つながり・コミュニケーショ
ンが希薄になり得る状況下で、だからこそミーティングや
雑談・対話の機会をつくる取り組みが多くみられました。

n⼀度⽴ち⽌まる機会として、ホームページや情報共有ツー
ルの刷新や、理念共有や相互理解を深める動きをする団体
もあります。
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要約（サマリー）



nもともと理事メンバーだけではなく会員に開かれた場を提
供できるように試みていたが、今回オンラインミーティン
グが⼀般化したことで、これまで参加しづらかった⼦育て
中の会員などとのコミュニケーションの機会を増やすこと
ができた。

n⼀緒に作って⾷べるのがコンセプトでしたが、⼀緒に⾷べ
ないで作って持ち帰るというスタイルになりました。

n事業内容によって複数チームを作り、切り分けてチームで
運営。仕事によっては代表が関与せず委譲してスピード感
を出す。研究者や助成⾦採択者で助成⾦申請チームを結成。
ファンディングをボランティアが⾃発的に⾏えるように
SNSでシェアしやすい内容にした。

nオンラインの⽅が安⼼、と、オンラインに疲れた！！の気
持ちがそれぞれのペースで揺れるので「最近どんなきも
ち？」をより積極的にシェアして、承認するように
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回答抜粋（特徴的な声）



コミュニケーションや関係性の質に
いま起きている現象・変化
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要約・回答抜粋



nオンラインツールを活⽤することによって、距離と時間の
制約を超えた、⽔平⽅向へのコミュニケーション・関係性
の広がりが起きています。

n関わりや発信の度合いのちがいがあることによって、垂直
⽅向の温度差・ギャップが⽣まれている団体もあるようで
す。

nその中で、コアメンバーの結束が強まる、少⼈数の議論・
対話が増えている、意思決定プロセスをトップダウンに切
り替える、法⼈格を解消する、といった組織のあり⽅の⼤
⼩の変化が⾒られています。
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要約（サマリー）



n対⾯で話せない分、何気ない会話やそれほど重要でない情報共有
などもslackでやりとりするようになった。slackやミーティング
でよく話す⼈の仕事の状況はよくわかるが、あまり反応しない⼈、
発信しない⼈の仕事の状況が⾒えにくくなっている。情報がどこ
まで共有できているのか不安になることがある。

nコロナ前よりもオンラインミーティングを頻繁にやって対策を話
し合っていることで、組織の求⼼⼒は上がっている気がする。⼤
勢の⼈数が参加できず、スタッフで乗り切っていることでよりき
ずなが深まっている。

n実務的にはもともとオンライン化しているのでそれほど影響はな
い。なのに、「エネルギー量」が減っている。いままでだと、対
⾯イベントの準備や⽚付け、終わった後のランチ会などでワイガ
ヤコミュニケーションがあった。その中で今後取り組みたいこと
などが沸き上がってきていたのだと実感した。

nオンラインがノーマルになったことで、本部から遠い地域に住む
会員とのコミュニケーションが取りやすくなった。時間空間の制
約がなくなった。
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回答抜粋（特徴的な声）



n既存の事業モデルを⾒直し、事業計画の⾒直し・策定を⾏う必要が急浮
上した。これまでは、ボトムアップ型で事業計画を策定しようとするこ
とを重視していたが、コロナの影響により、代表と経営ボードにより新
規事業等の⽅向付けをし、マネージャーへの説明および役員への壁打ち
を⾏うようになった。

n困難を共有することで、新たな関係、発想が⽣まれている。雑談の減少
から、⾝近な課題への気づき、共有が少なくなっている点はあるが、そ
こも意識して少⼈数で短時間を集まりを多く作るようにしている。

nコミュニケーションがぐっと難しくなりました。対⾯でついでに話すこ
とができなくなって、いろんな⼈や事業の周辺情報が得にくくなり、⽂
字情報での共有が増えました。でも、同時にオンラインで共有が増えた
ことでリアルに集うひとただけでなく、多くのメンバーが同じ情報を持
てるようにもなりました。組織のありかたや関わり⽅が柔軟になるきっ
かけも⽣まれ、結果として組織体制の強化につながりました。

n法⼈格を維持するための事務作業や事務所経費が負担になっているとの
ことで、疲弊している事務局担当のメンバーのため、何度かミーティン
グを重ね、法⼈格を解消する決定を出しました。すると、気持ちが楽に
なったのか、本来の事業への前向きな意⾒が⾶び交うようになり、新た
な活動が⽣まれることになりました。
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回答抜粋（特徴的な声）



コミュニティ・NPO組織の⼒が
メンバーの精神⾯・⽣活⾯の

不安を和らげている
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要約・回答抜粋



nコロナ渦が⻑期化する中で、不安や疲弊が蓄積し続けてい
る状況があり、具体的に発⽣した問題・トラブルへの対処
が必要になる場⾯も起きているようです。

n不安や疲弊への予防的な取り組みとして、ねぎらいあうよ
うな場、感情を出しあう時間、感染予防に気をつけたリア
ルの会合、セルフケアの研修会等の取り組みが⾒られまし
た。

n発⽣した問題・トラブルへの対処として、１対１の丁寧な
コミュニケーション、組織的判断や横のつながりで本⼈を
守る動き等が⾒られました。
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要約（サマリー）



n家庭の状況が変化して、活動できないと声を上げたメン
バーの作業を全て引き取り、同じ困難を経験したメンバー
がSNSでやりとりをしたり、本⼈の発信を⾒守りコメント
を返したりしている。

nコミュニケーションの問題が起きて、代表が⼀⼈⼀⼈と個
別に時間をかけて対話した。

nほめること、ほめあうこと、頑張ったね、と⾔う会を開催。
代表が敢えて弱さを⾒せるように努める。

nコロナの中で、リアルな活動を続けたことによって、精神
的に参っていた時期も会える喜びをかみしめることができ
た。会えることで得られる安⼼感は半端なく⼤事。

nコロナ禍で活動が停滞し、従業員の精神⾯での落ち込みが
あったが、様々な新しい活動（動画撮影、配信など）を取
り組んでいくなかで、上がっていった。
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回答抜粋（特徴的な声）



nコロナではなく活動が進んだことによるかもしれないです
が、メンバーが⾃分の⽀援の⽅法に悩むように。より⾼度
専⾨職のかたに依頼することができ、⽀援者のセルフケア
やアセスメントについての研修会を急遽実施。メンバー内
での振り返りのおかわりが⽌まらない。

nちょっとした体調不良なのか、コロナなのかの不安が常に
つきまとう。個⼈の判断に委ねず、報告を受けたらどうす
るかの指⽰は上層部で判断。

n以前と変わらず、お互いの仕事や家族についても、⼩さな
気づきを共有したり、気遣いをし合っているので、それぞ
れのライフステージで何か不安や問題になることが起きて
も、お互い様という許容範囲の広さを保てているし、カ
バーできている。会員とボランティア、スタッフも同様に、
⻑年積み重ねてきた、安⼼安全な居場所となっている

33

回答抜粋（特徴的な声）



今後の運営⽅法やコミュニケーションに
不安を感じていること

34

要約・回答抜粋



n⼦ども・⾼齢者・障害者など、オンラインのみではつなが
りがつくりにくい⼈たちにいかにリーチするか、という点
は⼤きな課題・悩みとして挙げられていました。

n新たな仲間との接点がつくれない、新たに加⼊したメン
バーとの関係性がつくりにくい、といった不安が⾒られま
した。

n共感・モチベーション・信頼をいかに⾼めていくか、また、
気持ちが落ち込むメンバーをいかにケアするか、といった
働きかけへの不安が感じられました。

35

要約（サマリー）



nスタッフや対外についてはオンラインで繋がりが出来、相談もオ
ンラインで可能です。しかし、⼦供との繋がりがなくなったのは
厳しいです。今は⼦供たちのコミニュケーション環境を作ること
が急務です。

nコロナ前の活動にいつ戻れるかわからないので、活動のミッショ
ンを⾒直す必要がありそうだなーーと考えている。それを全員で
やるのか、⼀⼈でやるのか、⼀部メンバーに⼊ってきてもらうの
か、どうやって承認を得るのか考え中。

nまた緊急事態宣⾔が発令されたら、気持ちがめげるメンバーも増
える可能性があり。正直、私⾃⾝も、⼀瞬は気持ちが落ちると思
う。その時に、冷静に的確にメンバーのフォローと運営をしてい
かなくては、というプレッシャーは感じています。

nリアルイベントを通じての意思疎通が図れる場⾯が多かったので、
今後どのように共感できる場⾯を作っていくのかが課題。

36

回答抜粋（特徴的な声）



n懇親会の開催が全くできておらずオンライン飲み会の限界
もあるため、新しく参加した⽅や最近参加した⽅など、ま
だ関係性ができていない⽅が打ち解けていくためのきっか
けづくりが難しいと考えています。

nこれまではこれまでの信頼貯⾦でできた部分があるが、今
後のメンバー間の合意形成ややる気の醸成には不安がめ
ちゃくちゃあります。

nリアルコミュニケーションで五感六感重視のメンバーに
とってはオンラインコミュニケーションはかえってつらく、
事実ベースでのコミュニケーションが得意なメンバーはと
てもコミュニケーションがスムーズになったように感じま
す。それは逆に今までは反対だったのだなと思いますし、
常にその状態が誰かにうまれていることを意識していく必
要と⾔うことを感じました。なので、コミュニケーション
はこれまでもこれからも楽はできないということ、更にい
ろんなパターンが必要だなという⾵に感じています。

37

回答抜粋（特徴的な声）



今後の運営⽅法やコミュニケーションにおいて
チャレンジしようとしていること

38

要約・回答抜粋



nオンラインの活⽤をさらに進めて、事務効率化や雑談・イ
ンフォーマルコミュニケーションに取り組もうとしている
団体がありました。

n⼀⽅で、リアルだからこその価値のために、感染の予防や
状況に気をつけながら対⾯の場をつくろうとする意欲も⾒
られました。

n感染拡⼤以降に⾏ってきた様々な試⾏錯誤や気づきをもと
に、新たな事業・活動を展開しようとする団体もあります。

39

要約（サマリー）



n70代・80代の理事もいる中で、⼀定程度、オンライン（Zoom）での
MTGが定例化できている。また、オンライン＆リアルのハイブリット
形式の講座形式もだいぶ形になってきている。今後はオンライン化によ
る事務効率のアップを図っていきたい。

nプログラムの内容そのものに関するオンライン会議などはやるとして、
それ以外の「お茶会」「懇親会」的なものを、上⼿にどう組み込んでい
くかを考えたい。

nリアルで会える価値を痛感しているので、社会情勢を⾒ながら、全国の
メンバーに会いに⾏きます。

n新しいプロジェクトが始まり毎⽇⾛り続けている中で、ふと⽴ち⽌まっ
てお互いの想いや夢を共有できる場を作っていきたい。＆PJに参加して
いるメンバーとしていないメンバーとの温度差がなるべく出ないように
⼯夫する必要がある。

n更にプロボノや副業の⽅が参加できるように、家から出れない⼈や出に
くい⼈も参加できるように、チャレンジしていきたいと思います。リア
ルの共有オンラインの共有両⽅がデフォルトになったことで、それが⼀
気に加速できる可能性を感じた数か⽉でした。 40

回答抜粋（特徴的な声）



調査結果をふまえた
CRファクトリーからの

メッセージ

41



まずは、みなさん、2020年はほんとうにおつかれ
さまでした。

どんな状況にあったとしても、団体が存続している
とすれば、みなさんの粘り強いがんばりのおかげで
す。

2021年もまだまだ気が抜けませんが、どうかふと
⽴ち⽌まって⾃分たち⾃⾝をねぎらってあげる時間
もつくってください。

42

コミュニティ・NPO組織の運営者の⽅々へ



コロナ渦によって、私たちの社会は痛みと抑圧の中
にあります。課題や不条理が噴出しつつある状況で
す。
その時、コミュニティ・NPOが育ててきた、つな
がりや⽀え合いの⼒が、社会のレジリエンス（回復
⼒）のためにまちがいなく必要です。
コミュニティ・NPO組織の運営者のみなさん、応
援・エールを送りあいながら、活動を続けましょう。

43

コミュニティ・NPO組織の運営者の⽅々へ



NPO法人CRファクトリー

コロナ時代の市⺠活動・コミュニティ活動

1.かたちを変えても続けること（進化する）
情熱・想い・⼼のエネルギーがあれば、今も活動は続いて
いるし、これからも活動は続く。柔軟・進化の姿勢。

2.⾃分たちの根本を⾒つめ直す
形が変わっても残る「⾃分たちの使命・価値は何か︖」。
問題意識、社会的役割、強み、願い、など、そこが深く
わかれば、いくらでもやり⽅は⾒つけていけるはず。

3. 中⻑期的な視野に⽴つこと
今は不安と混乱の最中。2年後にはAfterコロナがやって
きて、ミーティングもイベントも懇親会もできる。
⼈間と社会にとっての「コミュニティ」と「つながり」の
重要性は変わらない。それを創り出せる市⺠活動・コミュ
ニティ活動には価値がある。がんばろう。

44



お読みいただき、ありがとうございました。
第２回の調査にご協⼒いただいた89団体のみなさま、第１回
の調査にご協⼒いただいた１６５団体のみなさま、本当にあ
りがとうございました。
引き続き、この調査レポートと基礎データは、広くオープン
に活⽤いただきたいと考えています。
ご参考までに、ご活⽤いただく際にはご⼀報いただければ幸
いです。
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さいごに


